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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 機 械 的 な 制 御 ユ ニ ッ ト と 連 結 装 置 と の 空 間 的 な 分 離 に 基 づ く 別 の 利 点 に よ れ ば 、 打 ち 抜
き 装 置 に お け る 運 動 量 が 減 少 さ れ る 。 こ こ と は 特 に １ 分 あ た り の 極 め て 大 き な ス ト ロ ー
ク 数 で 顕 著 で あ る 。 個 々 の グ リ ー ン シ ー ト の 加 工 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 制 御 ユ ニ ッ ト は 、 有 利 に は ニ ュ ー マ チ ッ ク 式 の ア ク チ ュ エ ー タ を 備 え て い る 。 こ の ア ク
チ ュ エ ー タ は 、 室 内 で 支 承 さ れ た 球 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き 、 こ の 球 は ニ ュ ー マ チ ッ
ク シ リ ン ダ に お け る ピ ス ト ン と 同 様 に 圧 縮 空 気 に よ っ て 押 圧 ロ ッ ド に 向 か っ て 運 動 さ れ る
。 押 圧 ロ ッ ド 運 動 は 、 フ レ キ シ ブ ル な 結 合 手 段 を 介 し て 連 結 装 置 に 伝 達 す る こ と が で き る
。 選 択 的 に 連 結 装 置 の 切 換 運 動 だ け で な く 、 ニ ュ ー マ チ ッ ク 式 の ア ク チ ュ エ ー タ に よ る 打
ち 抜 き 運 動 も ポ ン チ に 伝 達 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 実 施 形 態 で は 、 ポ ン チ を 加 速 す
る た め に 伝 達 さ れ る 全 出 力 を 、 フ レ キ シ ブ ル な 結 合 手 段 か ら 伝 達 す る こ と が で き る 。 し た
が っ て 有 利 に は 、 ポ ン チ 支 持 装 置 は 、 リ ニ ア 式 駆 動 装 置 、 た と え ば 単 数 ま た は 複 数 の 偏 心
駆 動 装 置 、 リ ニ ア モ ー タ 、 カ ム 駆 動 装 置 ま た は そ れ に 類 す る も の と 結 合 す る こ と が で き る
の で 、 全 て の ポ ン チ の 、 打 ち 抜 き に 必 要 な 出 力 は 、 ポ ン チ 支 持 装 置 と 直 接 的 に 結 合 さ れ た
単 個 の 駆 動 装 置 に 起 因 す る も の と な っ て る 。
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